
１ ： 福岡県立夜須高原記念の森

２ ： 九州林産株式会社

３ ： 平成29年4月1日～令和4年3月31日

４ ：

５ 管理運営についての点検結果（平成31年4月1日～令和2年3月31日）

：

： 別添のとおり（２）点検結果

   指定管理者による管理運営の実施状況報告

県民の福祉を増進するため、自然に関する知識の普及と向上、豊かな情操のかん養、健
康の増進、レクリエーション等の便宜を提供する。

事業報告書、現地確認・ヒアリング等をもとに、指定管理者による管理運営の実施状況
の点検を行った。

施 設 名

指定管理者名

指 定 期 間

施設設置目的

（１）点検方法
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①管理運営状況総括表

・

・

・

・

・

・

・

施設の設置目的を十分に理解しており、利用者に対して均等なサービスを提供
している。

開園時間帯は常時１名以上の窓口職員を配置するほか、開園日は園内巡回を行
い、利用者の安全確保とともに声が届きやすい体制にしている。
意見箱の設置や、イベントではアンケートを実施するなど、利用者の意見を収
集して運営の改善に努めている。

職員研修のほか、外部委託先の職員の安全研修を実施している。

・

・

・

・

・

・

・

・

ホームページやブログ、フェイスブックにより、施設の最新情報を発信しPRに
努めている。

木工教室（6/2、7/28、12/15）、木工塾(通年延べ22日間）、遊びリンピック
(通年延べ21日間）、夜須高原子ども祭り（8/25）、園内スケッチ（10/27）、
公園ボランティアペンキ塗り(11/10)、もちつき大会(12/22)等のイベントを開
催し、施設の利用促進に努めている。
　R1年度：17回（提案内容：19回）
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、イベント4回中止。

周辺施設とイベントを共催するなど地域との連携、協力に努めている。

高齢者や子供等に配慮し、劣化した遊具・園路の補修等、利用者ニーズの対応
に努めている。
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、2/22から管理センターを休館

利用者数：169,013人
（対前年度＋5.6％、対H17年度(制度導入前)＋11.3％）

①公共性（公益性）の確保

森林管理、公園管理に関する技術とノウハウを活
かし、安全で快適に緑を体験できる場を形成す
る。

巡回による苦情の未然防止に努めるとともに、窓
口体制や責任の所在を明確にし、意見箱の設置な
ど利用者の声を広く収集し速やかに対応する。

職員への教育・研修プログラムを実施し、スキル
アップを図るとともにサービス向上に努める。

②施設利用及びサービス向上

ホームページ、ブログにより、施設へのアクセス
やイベント情報などの周知を図る。

緑を身近に感じてもらうための各種イベントを開
催し利用を促進する。

地域等と連携を図り、事業展開を行う。

利用者ニーズを把握し、サービス向上に努める。

事業計画（取り組みや改善の内容等） 管理運営の概要大項目
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①管理運営状況総括表

事業計画（取り組みや改善の内容等） 管理運営の概要大項目
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・ ・ 除草範囲の見直しやグループ企業の活用により、外部委託料の削減に努めてい
る。
施設の経理を本社で一元管理し、効率化に努めている。
指定管理料実績：68,230千円
（対前年度±0%、消費税分を除く）
（対H17年度(制度導入前)▲24.9％、消費税分を除く）

・ ・ 管理事務所には緑地管理に精通した人材を配置しており、その他専門技術を必
要とする場合は本社から職員を派遣し、適時適切に対応している。

・

・

・

・

・

・

「福岡県個人情報保護条例」を遵守し、本社の個人情報保護基本方針により対
応している。

本社の規程に基づき、情報公開に対応している。

損害賠償責任保険に加入している。

【総合コメント】

Ａ＋ （提案内容を上回った）

Ａ （提案内容をやや上回った）

○ Ｂ （概ね提案内容どおり）

Ｃ （提案内容をやや下回った）

Ｄ （提案内容を下回った）

②点検結果

・本施設の設置目的を十分に理解して、事業計画に基づき、適切な施設管理や利用者が安全で快適に過ご
　せる環境づくりを行い、公共性の確保に努めた。
・意見箱やアンケートにより利用者の意見を収集し、運営の改善に努めた。
・ホームページやブログ等により施設の最新情報を発信しPRに努めた。
・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、2月22日から管理センターの一般利用とイベントが中止さ
　れたが、それまでに開催されたイベントについては概ね提案どおり実施され、施設の利用促進及びサー
　ビス向上に努めた。その結果、利用者数は災害により減少した前年度から例年並みに回復した。
・グループ企業の活用による保守点検・修理の効率化などにより管理運営経費の節減に努めた。
・管理事務所に「緑地管理に関する有資格者」を配置するなど、技術力を生かした管理運営を行った。

  以上から総合的に判断した結果、概ね提案内容どおりの管理運営である。

⑤施設管理上の個別事項

「福岡県個人情報保護条例」に基づき保護する。

住民からの情報公開等に適切に対応する。

損害賠償責任保険に加入する。

③経営（収支）改善

管理運営等を工夫し、経費の節減を図る。

④職員確保方策及び健全な
財政基盤

森林管理、緑化木管理等の森林公園管理に精通し
た職員を擁し、専門職員の能力を必要とする場合
は、適時適切に対応する。


